
　

今
回
の
み
ほ
と
け
は
鎌
倉

　

今
回
の
み
ほ
と
け
は
鎌
倉

を
離
れ
金
沢
八
景
の

を
離
れ
金
沢
八
景
の
泥で

い
ぎ
ゅ
う
あ
ん

で
い
ぎ
ゅ
う
あ
ん

牛
庵

を
写
真
家
・
原
田
寛
さ
ん
と

を
写
真
家
・
原
田
寛
さ
ん
と

撮
影
取
材
に
訪
ね
ま
し
た
。

撮
影
取
材
に
訪
ね
ま
し
た
。

　

泥
牛
庵
は
臨
済
宗
円
覚
寺

　

泥
牛
庵
は
臨
済
宗
円
覚
寺

派
の
末
寺
で
鎌
倉
時
代
創
建

派
の
末
寺
で
鎌
倉
時
代
創
建

と
さ
れ
る
古
刹
で
す
。
国
道

と
さ
れ
る
古
刹
で
す
。
国
道

1616
号
線
沿
い
の
高
台
に
あ
る

号
線
沿
い
の
高
台
に
あ
る

お
寺
は

お
寺
は
古

い
に
し
え

い
に
し
えの
時
代
に
は
海
を

の
時
代
に
は
海
を

見
お
ろ
す
風
光
明
媚
な
入
り

見
お
ろ
す
風
光
明
媚
な
入
り

江
が
続
く
景
勝
地
で
あ
っ
た

江
が
続
く
景
勝
地
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

本
堂
正
面
右
手
に
子
育

　

本
堂
正
面
右
手
に
子
育

て
地
蔵
さ
ま
は
静
か
に
坐

て
地
蔵
さ
ま
は
静
か
に
坐

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ゆ
る

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ゆ
る

や
か
に
流
れ
る

や
か
に
流
れ
る
衣え

帯た
い
た
い

に
お
に
お

顔
は
と
て
も
品
位
が
あ

顔
は
と
て
も
品
位
が
あ

り
、
哀
調
を
帯
び
、
や
や

り
、
哀
調
を
帯
び
、
や
や

俯
き
加
減
の
眼
差
し
の
向

俯
き
加
減
の
眼
差
し
の
向

こ
う
に
は
子
ど
も
を
見
守

こ
う
に
は
子
ど
も
を
見
守

ろ
う
と
さ
れ
る
温
も
り
を

ろ
う
と
さ
れ
る
温
も
り
を

感
じ
ま
す
。

感
じ
ま
す
。

地
元
で
い
い
練
習
が
で
き
る

地
元
で
い
い
練
習
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
」

よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
市
の
対
応
を
話
し
た
。

と
市
の
対
応
を
話
し
た
。

　

カ
ミ
ュ
ー
イ
・
ル
コ
ェ
ン

　

カ
ミ
ュ
ー
イ
・
ル
コ
ェ
ン

ト
ル
選
手
は
、「
夫
が
ス
ペ

ト
ル
選
手
は
、「
夫
が
ス
ペ

イ
ン
チ
ー
ム
の
監
督
で
、
今

イ
ン
チ
ー
ム
の
監
督
で
、
今

回
３
人
で
来
日
し
て
い
る
」

回
３
人
で
来
日
し
て
い
る
」

と
１
歳
の
坊
や
と
と
も
に
会

と
１
歳
の
坊
や
と
と
も
に
会

を
楽
し
ん
だ
。

を
楽
し
ん
だ
。

　

齋
藤
友
紀
さ
ん
の
フ
ル
ー

　

齋
藤
友
紀
さ
ん
の
フ
ル
ー

ト
と
、
マ
ス
カ
ル
ロ
ブ
ソ
ン

ト
と
、
マ
ス
カ
ル
ロ
ブ
ソ
ン

・
エ
ド
ワ
ー
ド
さ
ん
の
琴
で

・
エ
ド
ワ
ー
ド
さ
ん
の
琴
で

「
春
の
海
」
な
ど
の
演
奏
も

「
春
の
海
」
な
ど
の
演
奏
も

あ
り
、
会
を
盛
り
上
げ
た
。

あ
り
、
会
を
盛
り
上
げ
た
。

　

主
催
者
の
一
人
・
江
尻
敬

　

主
催
者
の
一
人
・
江
尻
敬

さ
ん
は
「
日
仏
両
国
の
友
好

さ
ん
は
「
日
仏
両
国
の
友
好

親
善
に
寄
与
で
き
れ
ば
う
れ

親
善
に
寄
与
で
き
れ
ば
う
れ

し
い
」
と
締
め
括
っ
た
。

し
い
」
と
締
め
括
っ
た
。

　

鎌
倉
を
拠
点
に
強
化
合
宿

　

鎌
倉
を
拠
点
に
強
化
合
宿

中
の
仏
セ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム

中
の
仏
セ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム

を
招
い
て
交
流
し
、
親
睦
を

を
招
い
て
交
流
し
、
親
睦
を

深
め
よ
う
と
、
鎌
倉
の
市
民

深
め
よ
う
と
、
鎌
倉
の
市
民

団
体
「
鎌
倉
三
日
会
（
渋
谷

団
体
「
鎌
倉
三
日
会
（
渋
谷

哲
男
会
長
）
」「
湘
南
日
仏

哲
男
会
長
）
」「
湘
南
日
仏

協
会
（
設
立
準
備
会
・
目
黒

協
会
（
設
立
準
備
会
・
目
黒

安
子
代
表
）
」「
古
都
鎌
倉

安
子
代
表
）
」「
古
都
鎌
倉

を
愛
す
る
会
（
中
村
公
司

を
愛
す
る
会
（
中
村
公
司

会
長
）
」
の
三
者
が
８
月

会
長
）
」
の
三
者
が
８
月
1515

日
、
鎌
倉
市
内
の
民
家
で
歓

日
、
鎌
倉
市
内
の
民
家
で
歓

　

南
北
朝
時
代
、
栃
木
県
小

　

南
北
朝
時
代
、
栃
木
県
小

山
城
主
、
小
山
義
政
の
嫡
男

山
城
主
、
小
山
義
政
の
嫡
男

若
犬
丸
は
吉
野
の
南
朝
方
に

若
犬
丸
は
吉
野
の
南
朝
方
に

味
方
し
た
為
、
鎌
倉
公
方
足

味
方
し
た
為
、
鎌
倉
公
方
足

利
氏
満
に
攻
め
ら
れ
、
二
人

利
氏
満
に
攻
め
ら
れ
、
二
人

の
子
ど
も
も
捕
ら
え
ら
れ
、

の
子
ど
も
も
捕
ら
え
ら
れ
、

六
浦
の
海
に
沈
め
ら
れ
処
刑

六
浦
の
海
に
沈
め
ら
れ
処
刑

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　

痛
ま
し
い
最
後
を
遂
げ
た

　

痛
ま
し
い
最
後
を
遂
げ
た

二
人
の
子
を
供
養
す
る
た
め

二
人
の
子
を
供
養
す
る
た
め

に
六
浦
地
蔵
堂
（
廃
寺
・
泥

に
六
浦
地
蔵
堂
（
廃
寺
・
泥

　

▼

　

▼
十
二
所
神
社
例
祭　

十
二
所
神
社
例
祭　

７
日
７
日

宵
宮
。
８
日
例
祭
。

宵
宮
。
８
日
例
祭
。

　

▼

　

▼
森
戸
大
明
神
大
祭　

森
戸
大
明
神
大
祭　

７
日
７
日

宵
宮
祭
。
８
日
例
大
祭
、

宵
宮
祭
。
８
日
例
大
祭
、
1414
時

神
楽
。

神
楽
。 

　

▼

　

▼
甘
縄
神
明
神
社
例
祭　

甘
縄
神
明
神
社
例
祭　

８

日
神
輿
祭
。

日
神
輿
祭
。
1414
日
例
祭
。

日
例
祭
。

　

▼

　

▼
ぼ
た
も
ち
供
養　

ぼ
た
も
ち
供
養　

1111
・
1212

日
。
常
栄
寺
（
大
町
）
。

日
。
常
栄
寺
（
大
町
）
。

　

▼

　

▼
龍
ノ
口
法
難
会

龍
ノ
口
法
難
会　

1111
日
仏
日
仏

舎
利
塔
平
和
記
念
法
要
。

舎
利
塔
平
和
記
念
法
要
。
1212
日

法
難
会
。
龍
口
寺
。

法
難
会
。
龍
口
寺
。

　

▼

　

▼
鶴
岡
八
幡
宮
例
大
祭　

鶴
岡
八
幡
宮
例
大
祭　

1414

日
1818
時
宵
宮
祭
。

時
宵
宮
祭
。
1515
日
1010
時
例
時
例

大
祭
、

大
祭
、1313
時
神
幸
祭
。

時
神
幸
祭
。1616
日
1313
時

流
鏑
馬
、

流
鏑
馬
、
1717
時
鈴
虫
放
生
祭
。

時
鈴
虫
放
生
祭
。

　

▼

　

▼
遊
行
寺
の
法
要　

遊
行
寺
の
法
要　

1515
日
1313

時
半
す
す
き
念
仏
会
。

時
半
す
す
き
念
仏
会
。
2121
〜
2424

日
秋
季
開
山
忌
。（
藤
沢
）
。

日
秋
季
開
山
忌
。（
藤
沢
）
。

　

▼

　

▼
御
霊
神
社
例
大
祭
・
面
掛

御
霊
神
社
例
大
祭
・
面
掛

行
列　
行
列　

1717
日
宵
宮
祭
。

日
宵
宮
祭
。
1818
日
正
日
正

午
例
祭
、

午
例
祭
、
1313
時
鎌
倉
神
楽
、

時
鎌
倉
神
楽
、
1414

時
半
面
掛
行
列
。

時
半
面
掛
行
列
。

　

▼

　

▼
松
葉
ヶ
谷
法
難
会　

松
葉
ヶ
谷
法
難
会　

2727
日

1414
時
。
安
国
論
寺
。

時
。
安
国
論
寺
。

　

▼

　

▼
人
形
供
養

人
形
供
養　

1010
月
６
日

月
６
日
1313

時
。
本
覚
寺
。
９
月
中
受
付
。

時
。
本
覚
寺
。
９
月
中
受
付
。

　

「
富
士
山
登
山
鉄

　

「
富
士
山
登
山
鉄

道
」
の
基
本
構
想
を

道
」
の
基
本
構
想
を

ま
と
め
る
有
識
者
検

ま
と
め
る
有
識
者
検

討
会
が
発
足
し
、
理

討
会
が
発
足
し
、
理

事
会
が
開
か
れ
た
こ

事
会
が
開
か
れ
た
こ

と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
▼

と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
▼

１
９
６
０
年
代
に
も
「
ケ
ー

１
９
６
０
年
代
に
も
「
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
」
を
建
設
す
る
と

ブ
ル
カ
ー
」
を
建
設
す
る
と

い
う
構
想
が
浮
上
し
て
い
た

い
う
構
想
が
浮
上
し
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
自
然
保
護
な

よ
う
で
す
が
、
自
然
保
護
な

ど
の
観
点
か
ら
も
計
画
を
断

ど
の
観
点
か
ら
も
計
画
を
断

念
し
て
い
た
過
去
が
あ
る
そ

念
し
て
い
た
過
去
が
あ
る
そ

う
で
す
▼
夏
場
の
２
カ
月
間

う
で
す
▼
夏
場
の
２
カ
月
間

だ
け
で
約

だ
け
で
約
2020
万
人
以
上
の
登

万
人
以
上
の
登

山
者
が
い
る
と
い
う
富
士
山

山
者
が
い
る
と
い
う
富
士
山

で
す
▼
鎌
倉
市
の
海
水
浴
客

で
す
▼
鎌
倉
市
の
海
水
浴
客

数
は
約

数
は
約
7070
万
人
で
、
多
い
年

万
人
で
、
多
い
年

は
１
０
０
万
人
を
超
え
て
い

は
１
０
０
万
人
を
超
え
て
い

た
そ
う
で
す
▼
富
士
山
登
山

た
そ
う
で
す
▼
富
士
山
登
山

よ
り
も
期
間
が
短
く
、
訪
れ

よ
り
も
期
間
が
短
く
、
訪
れ

る
場
所
の
面
積
も
小
さ
い
の

る
場
所
の
面
積
も
小
さ
い
の

に
集
ま
る
人
は
多
い
の
だ
か

に
集
ま
る
人
は
多
い
の
だ
か

ら
、
交
通
機
関
だ
け
で
な
く

ら
、
交
通
機
関
だ
け
で
な
く

誰
も
が
快
適
に
過
ご
せ
る
空

誰
も
が
快
適
に
過
ご
せ
る
空

間
が
必
須
だ
な
。
と
、
鎌
倉

間
が
必
須
だ
な
。
と
、
鎌
倉

駅
か
ら
海
へ
向
か
う
異
年
齢

駅
か
ら
海
へ
向
か
う
異
年
齢

且
つ
多
国
籍
の
大
勢
の
人
々

且
つ
多
国
籍
の
大
勢
の
人
々

を
見
な
が
ら
感
じ
ま
し
た
。

を
見
な
が
ら
感
じ
ま
し
た
。

 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

牛
庵
末
寺
）
が
建
立
さ
れ
ま

牛
庵
末
寺
）
が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
地
蔵
菩
薩
像
に
は
現

し
た
。
地
蔵
菩
薩
像
に
は
現

在
も
胎
内
に
二
人
の

在
も
胎
内
に
二
人
の
御み

た
ま

み
た
ま霊

を

見
守
る
か
の
よ
う
に
石
仏
の

見
守
る
か
の
よ
う
に
石
仏
の

お
地
蔵
さ
ま
が
二
体
納
め
ら

お
地
蔵
さ
ま
が
二
体
納
め
ら

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
や
が

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
や
が

て
地
蔵
堂
は
明
治
時
代
の
廃

て
地
蔵
堂
は
明
治
時
代
の
廃

仏
毀
釈
運
動
に
よ
り
廃
寺
と

仏
毀
釈
運
動
に
よ
り
廃
寺
と

な
り
、
現
在
の
泥
牛
庵
に
ひ

な
り
、
現
在
の
泥
牛
庵
に
ひ

き
と
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

き
と
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。 

　

こ
の
美
し
い
お
顔
は
優
し

　

こ
の
美
し
い
お
顔
は
優
し

く
も
力
強
く
も
見
え
ま
す
。

く
も
力
強
く
も
見
え
ま
す
。

お
地
蔵
さ
ま
の
前
で
「
子
ど

お
地
蔵
さ
ま
の
前
で
「
子
ど

も
を
守
っ
て
下
さ
い
」「
あ
の

も
を
守
っ
て
下
さ
い
」「
あ
の

世
で
こ
の
子
た
ち
を
育
て
て

世
で
こ
の
子
た
ち
を
育
て
て

く
だ
さ
い
」。そ
ん
な
人
々
の

く
だ
さ
い
」。そ
ん
な
人
々
の

願
い
が
聴
こ
え
て
き
ま
す
。

願
い
が
聴
こ
え
て
き
ま
す
。

い
つ
の
時
代
も
そ
う
で
す
が

い
つ
の
時
代
も
そ
う
で
す
が

世
界
共
通
に
「
子
は
宝
」
で

世
界
共
通
に
「
子
は
宝
」
で

あ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

あ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

各
地
で
寺
社
の
御
朱
印
が

　

各
地
で
寺
社
の
御
朱
印
が

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
の
御
朱
印
も
大
人
気
！

ち
ら
の
御
朱
印
も
大
人
気
！

子
育
て
地
蔵
の
可
愛
い
画
が

子
育
て
地
蔵
の
可
愛
い
画
が

そ
え
ら
れ
、御
朱
印
を
い
た

そ
え
ら
れ
、御
朱
印
を
い
た

だ
く
喜
び
が
あ
り
ま
す
。

だ
く
喜
び
が
あ
り
ま
す
。

　

和
尚
様
や
奥
様
と
楽
し
い

　

和
尚
様
や
奥
様
と
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
猛
暑
を

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
猛
暑
を

忘
れ
ま
し
た
。「
泥
に
ま
み

忘
れ
ま
し
た
。「
泥
に
ま
み

れ
力
強
く
生
き
る
牛
の
よ
う

れ
力
強
く
生
き
る
牛
の
よ
う

に
」
自
分
も
し
っ
か
り
し
な

に
」
自
分
も
し
っ
か
り
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

　

寄
木
造
、
玉
眼
。
像
高

　

寄
木
造
、
玉
眼
。
像
高
6565

・
５
㎝
、
南
北
朝
時
代
。

・
５
㎝
、
南
北
朝
時
代
。

　

東
京
五
輪
に
向
け
逗
子
市

　

東
京
五
輪
に
向
け
逗
子
市

内
で
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ

内
で
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ

て
い
る
ス
ペ
イ
ン
セ
ー
リ
ン

て
い
る
ス
ペ
イ
ン
セ
ー
リ
ン

グ
チ
ー
ム
と
の
交
流
会
が
８

グ
チ
ー
ム
と
の
交
流
会
が
８

月
1212
日
逗
子
ア
リ
ー
ナ
で
開

日
逗
子
ア
リ
ー
ナ
で
開

か
れ
、
市
民
ら
約
５
５
０
人

か
れ
、
市
民
ら
約
５
５
０
人

が
参
加
し
た

が
参
加
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

会
場
に
は
縁
日
や
、
レ
ー

　

会
場
に
は
縁
日
や
、
レ
ー

ザ
ー
級
の
ヨ
ッ
ト
の
展
示
、

ザ
ー
級
の
ヨ
ッ
ト
の
展
示
、

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ「
ボ
ッ
チ
ャ
」

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ「
ボ
ッ
チ
ャ
」

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設

け
ら
れ
、
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

け
ら
れ
、
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

が
ラ
イ
ブ
を
披
露
し
た
。

が
ラ
イ
ブ
を
披
露
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
チ
ー
ム
の

　

ス
ペ
イ
ン
チ
ー
ム
の
3232
人

が
池
子
神
明
社
の
子
ど
も
神

が
池
子
神
明
社
の
子
ど
も
神

輿
の
先
導
で
入
場
す
る
と
、

輿
の
先
導
で
入
場
す
る
と
、

桐
ケ
谷
覚
市
長
は
ス
ペ
イ
ン

桐
ケ
谷
覚
市
長
は
ス
ペ
イ
ン

語
で
歓
迎
し
、「
市
民
一
体

語
で
歓
迎
し
、「
市
民
一
体

と
な
っ
て
盛
り
上
げ
、
オ
リ

と
な
っ
て
盛
り
上
げ
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
と
ス
ペ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
と
ス
ペ

イ
ン
で
優
勝
を
分
け
合
い
た

イ
ン
で
優
勝
を
分
け
合
い
た

い
」
と
声
援
を
送
っ
た
。

い
」
と
声
援
を
送
っ
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
王
立
セ
ー
リ
ン

　

ス
ペ
イ
ン
王
立
セ
ー
リ
ン

グ
連
盟
の
フ
リ
ア
・
カ
サ
ヌ

グ
連
盟
の
フ
リ
ア
・
カ
サ
ヌ

エ
ヴ
ァ
会
長
は
、
練
習
環
境

エ
ヴ
ァ
会
長
は
、
練
習
環
境

を
整
備
す
る
市
内
の
関
係
者

を
整
備
す
る
市
内
の
関
係
者

へ
感
謝
を
述
べ
「
皆
様
に
も

へ
感
謝
を
述
べ
「
皆
様
に
も

ぜ
ひ
ス
ペ
イ
ン
を
訪
れ
て
ほ

ぜ
ひ
ス
ペ
イ
ン
を
訪
れ
て
ほ

し
い
。
今
日
は
文
化
交
流
を

し
い
。
今
日
は
文
化
交
流
を

楽
し
み
た
い
」
と
各
選
手
を

楽
し
み
た
い
」
と
各
選
手
を

紹
介
し
た
。

紹
介
し
た
。

　

全
員
で
賑
や
か
に
「
東
京

　

全
員
で
賑
や
か
に
「
東
京

五
輪
音
頭
２
０
２
０
」
を
踊

五
輪
音
頭
２
０
２
０
」
を
踊

っ
た
後
、
選
手
に
サ
イ
ン
を

っ
た
後
、
選
手
に
サ
イ
ン
を

求
め
「
グ
ラ
シ
ャ
ス
！
」
と

求
め
「
グ
ラ
シ
ャ
ス
！
」
と

ス
ペ
イ
ン
語
で
挨
拶
を
す
る

ス
ペ
イ
ン
語
で
挨
拶
を
す
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
も
。

子
ど
も
た
ち
の
姿
も
。

　

ス
ペ
イ
ン
チ
ー
ム
は
先
月

　

ス
ペ
イ
ン
チ
ー
ム
は
先
月

江
の
島
沖
で
の
４
７
０
級
世

江
の
島
沖
で
の
４
７
０
級
世

界
選
手
権
で
男
子
が
銀
メ
ダ

界
選
手
権
で
男
子
が
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
。
東
京
五
輪
で
は

ル
を
獲
得
。
東
京
五
輪
で
は

４
つ
の
メ
ダ
ル
獲
得
を
目
標

４
つ
の
メ
ダ
ル
獲
得
を
目
標

と
し
て
い
る
。

と
し
て
い
る
。

　

逗
子
市
は
昨
年
９
月
に
同

　

逗
子
市
は
昨
年
９
月
に
同

連
盟
と
リ
ビ
エ
ラ
の
３
者
間

連
盟
と
リ
ビ
エ
ラ
の
３
者
間

で
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
協
定
を

で
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
協
定
を

結
び
、
今
年
２
月
に
は
ス
ペ

結
び
、
今
年
２
月
に
は
ス
ペ

イ
ン
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し

イ
ン
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
登
録
。
同
国
を
テ
ー
マ
と

て
登
録
。
同
国
を
テ
ー
マ
と

し
た
企
画
や
市
民
応
援
団
の

し
た
企
画
や
市
民
応
援
団
の

募
集
、
市
内
の
店
舗
の
協
力

募
集
、
市
内
の
店
舗
の
協
力

な
ど
で
気
運
を
高
め
て
い

な
ど
で
気
運
を
高
め
て
い

る
。
る
。 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

迎
会
を
開
い
た

迎
会
を
開
い
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

仏
・
ニ
ー
ス
市
と
姉
妹
都

　

仏
・
ニ
ー
ス
市
と
姉
妹
都

市
の
鎌
倉
市
は
、
昨
年
４

市
の
鎌
倉
市
は
、
昨
年
４

月
、
仏
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
と

月
、
仏
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
と

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
事
前
キ
ャ
ン
プ

ク
に
向
け
た
事
前
キ
ャ
ン
プ

に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
宿

に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
宿

泊
施
設
の
手
配
や
ト
レ
ー
ニ

泊
施
設
の
手
配
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
施
設
の
提
供
な
ど
を
す

ン
グ
施
設
の
提
供
な
ど
を
す

る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に

る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
1212

月
に
は
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ

月
に
は
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

フ
ラ
ン
ス
の
ホ
ス
ト
タ

フ
ラ
ン
ス
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
に
登
録
さ
れ
、
仏

ウ
ン
に
登
録
さ
れ
、
仏

チ
ー
ム
と
の
交
流
を
行

チ
ー
ム
と
の
交
流
を
行

っ
て
い
る
。

っ
て
い
る
。

　

今
回
の
歓
迎
会
は
民

　

今
回
の
歓
迎
会
は
民

間
団
体
で
急
き
ょ
開
催

間
団
体
で
急
き
ょ
開
催

が
決
ま
り
、
部
屋
正
面

が
決
ま
り
、
部
屋
正
面

に
歓
迎
の
言
葉
を
書
い

に
歓
迎
の
言
葉
を
書
い

た
横
断
幕
を
掲
げ
た

た
横
断
幕
を
掲
げ
た

り
、
寄
せ
書
き
の
紙
を

り
、
寄
せ
書
き
の
紙
を

用
意
し
た
り
の
手
作
り

用
意
し
た
り
の
手
作
り

の
会
と
な
っ
た
。
夕
刻
に
同

の
会
と
な
っ
た
。
夕
刻
に
同

連
盟
副
会
長
の
ジ
ャ
ン
ピ
エ

連
盟
副
会
長
の
ジ
ャ
ン
ピ
エ

ー
ル
・
サ
ル
ー
氏
（

ー
ル
・
サ
ル
ー
氏
（
6565
）
と
）
と

ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
の
技
術
監
督

ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
の
技
術
監
督

の
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ト
リ
ノ

の
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ト
リ
ノ

氏
、
選
手
ら

氏
、
選
手
ら
2020
人
が
到
着
す

人
が
到
着
す

る
と
、
市
民
団
体
の
会
員
約

る
と
、
市
民
団
体
の
会
員
約

2020
人
と
「
ボ
ン
ソ
ワ
ー
ル
」

人
と
「
ボ
ン
ソ
ワ
ー
ル
」

と
に
こ
や
か
に
挨
拶
。
は
じ

と
に
こ
や
か
に
挨
拶
。
は
じ

め
に
各
団
体
の
代
表
が
歓
迎

め
に
各
団
体
の
代
表
が
歓
迎

の
言
葉
を
述
べ
、
サ
ル
ー
氏

の
言
葉
を
述
べ
、
サ
ル
ー
氏

か
ら
各
代
表
に
チ
ー
ム
の
ユ

か
ら
各
代
表
に
チ
ー
ム
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
が
贈
ら
れ
た
。

ニ
ホ
ー
ム
が
贈
ら
れ
た
。

　

サ
ル
ー
氏
は
、「
お
招
き

　

サ
ル
ー
氏
は
、「
お
招
き

い
た
だ
い
て
う
れ
し
い
。
日

い
た
だ
い
て
う
れ
し
い
。
日

本
の
文
化
、
伝
統
、
国
民
性

本
の
文
化
、
伝
統
、
国
民
性

に
魅
了
さ
れ
て
い
る
」
と
話

に
魅
了
さ
れ
て
い
る
」
と
話

し
、「
日
本
は
地
形
も
違
う

し
、「
日
本
は
地
形
も
違
う

の
で
セ
ー
リ
ン
グ
に
は
テ
ク

の
で
セ
ー
リ
ン
グ
に
は
テ
ク

ニ
ッ
ク
が
必
要
」
と
述
べ

ニ
ッ
ク
が
必
要
」
と
述
べ

た
。
た
。

　

千
田
勝
一
郎
鎌
倉
副
市
長

　

千
田
勝
一
郎
鎌
倉
副
市
長

の
乾
杯
で
会
食
が
始
ま
り
、

の
乾
杯
で
会
食
が
始
ま
り
、

な
ご
や
か
に
交
流
。
千
田
副

な
ご
や
か
に
交
流
。
千
田
副

市
長
は
「
決
勝
は
鎌
倉
海
域

市
長
は
「
決
勝
は
鎌
倉
海
域

に
な
る
と
思
う
の
で
大
会
の

に
な
る
と
思
う
の
で
大
会
の

９月９月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（9696）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

泥
牛
庵　

子
育
て
地
蔵
尊

泥
牛
庵　

子
育
て
地
蔵
尊

東
京
五
輪
に
向
け
て
国
際
親
善

東
京
五
輪
に
向
け
て
国
際
親
善

鎌
倉
の
市
民
三
団
体
が

鎌
倉
の
市
民
三
団
体
が

 

仏
来
日
チ
ー
ム
と
交
流

仏
来
日
チ
ー
ム
と
交
流

ス
ペ
イ
ン
チ
ー
ム
と
交
流

ス
ペ
イ
ン
チ
ー
ム
と
交
流

逗
子
・
盆
踊
り
大
会
で

逗
子
・
盆
踊
り
大
会
で
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